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も畦感であるため，特に蔚化現象が認められないまゝKこの結果，追肥によって集色は回復し・服部も白色の

太いものが増加している傾向が見られた・

以上の実験結果から，乾田直緒における湛水による者

化は，特に根部の塁的な未発達が原因する〃欠乏症状と

考えられる．

この場合，多〃条件においては根郡及び地上部の発達

経過するものと考えられた・

従って乾田直緒において，湛水による費化現象の防止

については，元肥量と湛水時期について考慮する必要が

あると考えられる・

乾田直播水稲の水処理による生育相の変化

斉藤武雄・棚田　　清

（東北集試盛岡試験地）

乾田直挿された水稲を湛水条件に切的かえた地合・乾

田状態を継続した水稲に比較して生育柏が変化ける・昭

和前年度の試験結果によれば，水処理後約1ケ月目の地

上部乾物重は，入水区＜畑区＜常時湛水区の腕であわ・

水処理後に伸長する集身・葉輪については・入水区では

畑区に比較して，その伸長が抑制される傾向がみられ，

湛水区では畑区⊥少伸長がすさった・また・入水・湛水

処理区共．水処理後に出現する集身が芦緑一黄白化する

異常個体がみられた・

この異常個体の出現は，水処理等の条件によって異な

ると考え，昭和為年度にその出現様相について調査を行

ったので報告する．

t　試験　方　法

115×紳膚深さ釦僧のポットK畑土壌をつめ，水稲

トワダの催芽軌をポット当10ケ軌1ヶ所数粒を播種し・

出芽後1ヶ所1本立とした・

之　播種期：5月2日，5月孔日（出芽を整一にする

ため，播種後ガラス室内または・戸外でビニール披覆し・

出芽揃以後ビニールを除き戸外に塞Hnた・）

a　水処理：入水，湛水▼畑（入水区は9－17時湛水・

以後ポット底栓よ少排水する操作を毎日練少返し一湛水

区は常時湛水，畑区は適宜潅水した・）

A　施肥条件：基肥の有無，水処理時追肥の有無（基

肥有区はポット当硫安2g過石8g塩加1g・蝋区は無

肥料とした．追肥有区はポット当硫安1gを各水処理間

作追肥した．）

邑　水処理時朋：水稲主稗葉位3桑，5乗勅とし・各

第1表
播 種 処 理 主 帝 乗 数 草 丈樗

月　 日 月　 日 （基肥 無 有 ）

9 － 12さ 5．2 5．m 2．7 － 8．1

エ 5 ．m 6．1さ 8．0 － 8．5 8 － 11

5 6．2 6．さ 4．4 ・－5 ．0 15 － 19

エ 5．m 6．別 5．0 － 5．7 18 ・一歩

く経 ） 素数は完全第 1 葉を第 1 葉とした

播種期の処理月日，

処理時の水稲の生

育は第1表の通力

であった．

2．　試　験　結　果

1個体内の声変奏発生様相‥黄変乗は，水処理迄に

生育していた正常集と明らかに異なカ，菓身は白色一

黄色一斉緑色と各段階のものがみられ・その変化の小さ

いものは，正常桑との区別が判然としないものもあった・

本試験では，正常条と明らかに区別しうるものを貴変集

とした．苗変条の発生は，処理時迄に出現していた彙身

部には異常化がみられず．処理後出現する集身郡にのみ

異常化がみられる点灯特徴がある・例えば・処理時条令

刀＋0．5集の地合，すでに出現していた牒＋1乗の上半

分には異常化がみられず，処理後に出現した¶＋1桑の

下半分および，乃＋2集以乳またはれ＋2桑の上半分

に異常化のみられる個体も弛められた・異常集の発生は

主幹のみでなく，分4つの同伸葉にも謎められた・

菖変桑の葉色程度，発生様相は・処理または個体によ

って異なるが，1業のみの異常化に止まれその異常化

も怖復がみられるものから，処理染位以後4枚位迄次々

と費変秦の現われるもの迄，種々の段階のものが認めら

れた．その発生様相の模式的に示すと，第2表の様な型

がみられた．

第2表　黄変嘉の発生様相
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注　　 乃巳処理時兼任

－は正常業．十は異常つまり黄緑一黄白葉

2　着変棄個体の処理による出現程度の差：畑状態の

まゝ＿経過させた地合には，黄変葉の発生は全く謎められ

なかった．常時湛水区では，発生が認められたが・出現

率も少なく黄変の程度も小さかつた・費変葉発生個体の

費変集の発生は■処理後1嚢のみで・さらに次位葉の展

開する頃には，姜変集は緑色をまして正常集と殆ど差が
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なくなった．

これに対して，湛水・排水のくカ返しを行った入水区

では，費変菓個体の出現率も多く，処理後出現する菓身

が次々と異常化する個体も多く謎められた．さらに，1

枚の葉の芽変捏匿も著しく．白色化したものも発生し，

このような秦は次第に枯死した．

入水区では，処理条件によって菖変葉個体の出現程度

に差が謎められた．

a　入水区での処理条件による貪変奏個体出現の差：

m各播種軌　各処理時間共，基肥有区よめ搬基肥区，の

各播種嘲共．5集鯛処理よわき桑期処理，閻8桑，5乗

嘲各処理では，5月a臼まきエカ5月2日まきで蔚変菓

個体の出現が多かった．棚菖変葉個体の出現に対する入

処理時の〟追肥の影響については明らかでなかった．

第1回　▲費翠集個体出現率
（8上期入水処理）

1．基　肥：・有，X無
2．播種期∴　一6月2日・・・5月21日
さ，出現率は追肥有無平均値

第盆図　8上期処理後気温

l∈i5月弟8半句．2己6月第5半句

8弓i6月弟さ半句，4q7月弟畔旬

第3図　着変集個体出現率
（5上期入水処理）

1．基　肥：・有，X無
2．楕穫期：－5月2日…5月21日

乱出現率は追肥有無平均値
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第4図　5工期処理後気温

1巳6月弟1半句，2号7月第1半句
8b6月弟5半句．4ヒ7月第5半句
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貨変葉は畑状態から湛水条件に変化した時に発生する

が，常時湛水よ射湛水排水のくカ返される場合の万が費

変程度が著しい・また．無基肥条件で生育したもの，つ

まカ水処理時の水桶の生育が不艮な地合に異常化が多い

同乗位処理では，播種朋の早い地合，つまわ処理歴日の

早い場合に芦変化が著しい．これは，処理後の気温がエ

カ低い条件におかれた時に茸変化が著しいことを示して
レヽる．

5月2日．まき5菓朋と5月孔臼まき3葉朋処理とを比

較すると，5秦処理は6月3日．3桑処理は6月通日に

水処理を開始しておれ　菓処理の万が，処理後の気温

は高温に経過しているにかゝわらす，蔚変化は8秦期の

方が著し．いことは，処理後の気温条件が同様であっても．

3乗用水稲が，5秦期水稲よう菖変化が多いことを示し

てレヽる．

以上，水稲体の条件が，水処理後の新根発生により有

利と考えられる地合蒼変化が少なく．外界条件では，水

姐理後の低温，湛水・排水のくカ返しのように，処理後

発根に不利に作用する条件下の地合に黄変化が著しい．

これらの点から．苗変奏は，水処理切替に伴う板の養

分吸収機能の変化と．地上部生育との7ンバランスによ

って発生するもので．水処理後の新根発生の良否．さら

に根の枚髄の艮否が芽変葉の発生と関係すると考えられ

る．
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弟5歯　音変乗個体出現率
（3上，5上期入水処理）

1．基肥：・有ノ・×無
2．－5月2日播きエ処理

…5月21日精5エ処理

き．出現率は追肥有無平均値

粛6図　8も5エ・期処理後気温

1日6月第1半句，287月第1半句
8コ6月第き半句．4t考6月第8半句


